
























要約

思春期の性行動の中でも心身共に影響力の大きい、そして、次の世代、即ち、生まれ出た

子供たちの幸せにもつながる若年妊娠。もはや、特定の、問題児の非行としての性交・妊

娠ではなく、身近な、何処にでもいる子供たちに起こり得る問題である。幼児期から、性

と性・命の尊さを、しっかり認識させるとともに、若年妊娠について、早急に適当な支援

対策を講じることが必要である。今回、思春期にかかわる組織の全国的調査・青少年の性

意識調査、若年妊娠の医学的・社会学的見地からの調査を行った。その結果得られた思春

期対策の充実度と問題点、青少年の性に対する認識、若年妊娠の現状と問題点と、今後の

対策を報告する。


